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関連サイト下段右：現在の鴛泊灯台 https://hokkaido-digital-museum.jp/facility-collection/1673/#/detail/2275

鴛泊灯台は、利尻礼文両島初の灯台として明治25年12月15日に点
灯されました。当時は、切石を積み上げ白く塗装された円形の石造り
（高さ約６ｍ）で、道内初の石造灯台としては後にも先にも唯一であった
ことが知られています（現在の灯台は、コンクリート造で、昭和28年改
築）。
このレンズは、明治25年にフランスのソーター・ハーレー社で製造され、
以来、昭和28年まで使われました。その後旧交通博物館に展示され、同
館の移転に伴い燈光会に保管されていました。令和２年の利尻富士町
開町140周年・町名変更30周年を機に本町に寄託され、鴛泊に里帰り
したものです。

上段左：旧回転式灯器 開館期間（5月1日～10月15日）まで見学可能

上段右：初代鴛泊灯台 山谷文人2021「鴛泊灯台旧回転式灯器の里帰り」『燈光』第66巻第1号

明治時代

未指定

利尻富士町

鴛泊フェリーターミナルから徒歩15分

第六等閃光レンズ、転轆式回転機械が付属

写真 歴史的建造物

　宗谷遺産アーカイブ　

おしどまりとうだい きゅうかいてんしきとうき https://maps.app.goo.gl/aWG877PaMc5CdcKC6

鴛泊灯台 旧回転式灯器 利尻郡利尻富士町鴛泊字栄町 カルチャーセンター


